
川崎・辻の尾区
「犯罪から辻の尾を守る会」
辻の尾パトロール隊

令和４年８月



１．日出町川崎地区辻の尾区プロフィール

（１） 辻の尾区は川崎地区中央部に位置し、川崎小学校を
取り巻く様に各班の住宅が密集している地域。

２５７世帯（区加入１９８戸） 人口５９４名（令和4年4月30日現在）

児童数２７名（小学校児童数364名）、20歳未満１７％、60歳
以上３６％で区民の高齢化が進んでいる。

（２） 地域全体は標高２～３５ｍ。地区内には、北東から西
へＪＲ日豊線、北東から南西には2級河川の金井田川が流
れ、南に県道日出真那井杵築線が通っている。当区は、人
文の最も開けた地域で、500年前から辻野尾の地名。満願
寺や薬師堂（今の朝日寺）は八、九百年の古所。

（３） サラリーマンが多く、住民連帯感が希薄（団地が約7
割）。







２．「辻の尾パトロール隊」
設立の経緯



当時、全国的に小さい子どもたちが事件、事故に巻き込まれ

る事案が多発し、毎日のようにTV、新聞を賑わしていました。

当区内には、川崎小学校、幼稚園を抱えており、また、区民の

約7割が団地やアパートの住民となっており、この地域から犯

罪を防ぐということが課題でありました。現在は犯罪は多岐に

わたり、地域は地域で守らなければならないという意識の下、

区民が安心して安全に暮らせる地域づくりを継続していくため

に、平成18年5月、防犯を目的とした「辻の尾パトロール隊」を

設立しました。



設立に至るまでは、小学校等の事件・事故への未

然防止、侵入盗難被害防止を目的に、地域は地

域で守るを合言葉に、パトロール隊結成に向け、

平成16年度から役員会、班長会議等で協議を重

ねて、犯罪から辻の尾区を守る会「辻の尾パトロー

ル隊」（通称辻パト隊）の発足式が平成18年5月27

日午前１０時から辻の尾公民館で、町長、議長、日

出警察署長を来賓にお迎えし、開催されました。











３．活動の内容



（１） 区内に防犯看板の設置



（２）区全体に防犯チラシを配布

（２） 区全世帯に防犯チラシを配布







（３）辻の尾区域内全域のパトロール

• 区全域の取り組みとして、198戸を5組に分け
て、辻の尾区全域をパトロールする。

• 毎月3回以上、各組2名以上、計10名以上で
パトロールを実施するとともに、区内における
車上荒らし、空き巣被害防止等を目的とした
防犯パトロールを実施する。



（４）特別班（子ども見守り隊）発足

• 当初、小学校下校時に合わせて、パトロール
を実施していたが、区民の中には、勤務等で
その時間帯にパトロールを実施することが難
しく、継続が危ぶまれるようになった。

• 平成27年11月1日に、子どもたちの下校時間
に合わせて、危険個所での定点指導及び巡
回指導を行うため、特別班（子ども見守り隊）
を発足、11月16日より見守りを開始した。



４．活動の特色

• （１）防犯等を目的としたパトロール隊（区全
戸を第一分隊から第5分隊迄5組）を編成して、
区全域をパトロールする。防犯用具貸出。

• （２）特別班（子ども見守り隊）をつくり、子ども
たちの下校時間に合わせて、子どもたちの見
守りをする。防犯用具貸出。

• 区民が安心して安全に暮らせる地域をつくり、
継続していくために、時間帯や人数に工夫。



辻の尾パトロール隊組織図
会長（区長）

隊長（副区長） 辻の尾パトロール隊（辻パト隊） 平成18年5月27日より

第一分隊 東１班、２班

第二分隊 すずかけA・B・C・D班

第三分隊 中尾１・２・３班

第四分隊 西・金井田・金井田団地・平

第五分隊 井ノ久保１・２、満願寺、東岡班

特別班（子ども見守り隊） 平成27年11月１日より

月曜日班、火曜日班、水曜日班、木曜日班、金曜日班
の5班に班長を置き、その下に、２～６名の班員を置く。
時間帯は、小学校から毎月送られてくる下校時間に合
わせる。約１時間の見守り。









５．活動の効果



（１） 区民に防犯意識が定着し、皆で地域を

守る心が醸成された。

（２） パトロール中に班員同士で情報交換や

コミュニケーションができ、連帯感が生

まれている。

（３） パトロールの道筋に危険個所等の発見

があり、未然に事故を防止できた。

道路の陥没、通学路の鉄筋むき出しなど

（４） 子どもたちから感謝され信頼関係ができ

た。





６． 今後の課題
～持続可能な活動を目指して

①班によっては、高齢化が進み、パトロール活動が維持できなくなってしま

うことにもなる。班の統廃合も考えていかねばならない。

②長く続けていると、協力し出席してくれる人の顔ぶれが決まってくる。お互

いに誘い、声掛けしながら活動を続けていく意識づけが必要。いかにして新

しい人に参加してもらうかが何よりも大きな課題である

③活動の維持をパトロールの時間帯を決めてしまうと、活動が維持できなく

なってしまうので、班ごとに柔軟にパトロール時間帯を決めてもらっている。

④パトロールの人数も限定してしまうと続かなくなるので、班に2名以上とし

ている。

⑤区長が交代しても、パトロール活動が分隊ごとの班長に順に持ち回りとし

ているので、活動が中断することはない。


